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  備中県民局は、旧４地方振興局が統合され、県内の広大な地域を管内する県民局で、

県下の 27%の乳用牛、27%の肉用牛、63%の豚、43%の採卵鶏及び 74%の肉用鶏が飼養さ

れています。 乳用牛は、高齢化や飼料価格の高止まり等により、飼養戸数・頭数と

もに減少傾向にあります。 

 肉用牛は、高齢化等により飼養戸数は減少したものの、飼養頭数は維持されており、

北部は主に和牛繁殖地帯、南部は肥育地帯として肉用牛を生産しています。新見地域

では、約 3,500 頭の和牛が飼養されており、地域団体商標に登録された「千屋牛」の

生産振興が進められています。 

  笠岡湾干拓地では、酪農家 10 戸、肉用牛農家５戸の計 15 戸が約 6,000 頭(県下の

10％)の牛を飼養し、土地基盤に立脚した大規模な経営が行われています。干拓地内

外に堆肥を供給する体制を整備し、堆肥利用先の確保と飼料用トウモロコシの大規模

二期作栽培等、自給飼料の増産、資源循環型農業の確立と環境保全に取り組んでいま

す。 

    養豚は中北部を中心に、県下の６割強が飼養され、繁殖から肥育までの地域内一貫

経営や大規模な法人経営が行われています。 

    養鶏は、南西部を中心に県下採卵鶏の 4割強を飼養し、中北部を中心に県下肉用鶏

の 6割強が飼養されており、系列・法人化により大規模化が進展しています。 

 今後の管内の畜産振興については、消費者の求める「安全・安心な畜産物の生産」

を実現するために、稲ＷＣＳなどの自給飼料増産に努めるとともに、家畜の個体識別

の管理などを推進し、家畜飼養頭羽数を増やすことを目指していきたいと考えていま

す。 

  また、飼料価格が高止まりし、畜産農家の経営を圧迫していることから、稲ＷＣＳ

や稲わらの活用を積極的に進め、県南から県北への広域流通体制を整備するととも

に、自給飼料の活用などにより、一層のコスト削減を推進します。 

  資源循環型農業の推進については、適正なふん尿処理を指導するとともに、環境と

調和のとれた畜産の振興を目指します。特に、笠岡湾干拓地では、良質堆肥の生産と

適切な利用を図り、アルファルファの導入などによる高品質な自給飼料増産が取り組

まれています。また、ハエ等の衛生害虫の発生防除対策についても、畜産農家のふん

尿処理を中心に指導していきます。 

  家畜伝染病（口蹄疫、高病原性鳥インフルエンザなど）の発生及びまん延防止を行

う家畜衛生対策については、家畜保健衛生所・市町等の関係機関と連携した防疫体制

の整備・充実を推進し、発生時の迅速かつ的確な対応について、シミュレーションな

ども含めた防疫対策を徹底していきます。 
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 公共育成牧場については、県内の基幹牧場となっており、酪農家から預託された子

牛を育成し、搾乳牛の優秀な後継牛を供給する責務を担い、農家の省力化、規模拡大

に貢献しております。農家からは強い期待を受けており、矢掛町公共育成牧場、高梁

市大池山育成牧場は、ホルスタイン種公共育成牧場として、県内１位、２位の飼養規

模であり、重点的に運営支援を行っており、当班としても、業務の重点施策として経

営改善に取り組んでいるところです。 

 以上、簡単な概略と当管内の畜産振興について述べてきましたが、今後とも畜産第

一班・第二班の班員が一丸となって、畜産振興を目指して頑張っていきたいと思いま

す。 


